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火災時の緊急対応

火災発生

■消防署通報

★「火事です」「海田西中学校です」「１階職員室のガスコ

ンロから出火。現在初期消火中（消火不可能）です」「負

傷者○名、逃げ遅れた者○名います」「私は○○です」

発見者又は報知器で急行した

・発生の事態や状況の把握

・近くの生徒の安全確保

・大声で通報・火災報知器

校長・教頭・校務運営委員

・対応，指示

・自身も避難

・安全確認後連絡報告
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初期消火の教員も避難する

町教委

連絡

各校

対策本部設置

・救援活動指令

・情報収集，整理

・外部対応

（マスコミ等）

・避難解除・教育再
開

・再発防止対策
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生徒の生命第一

臨機応変に！
■避難するときの注意

・姿勢を低くして，ぬれたハンカチやタオルを口と鼻に当て，煙を吸わないよう

にする。

・延焼を少しでも抑えるため，ドア及び窓は閉める。鍵はかけない。

・いったん避難したら再び中には戻らない。

例）「１階職員室から出火です。」

「出火元を避けて，速やかにグラウンド（雨

天は体育館）に避難してください。」

生徒・職員避難

移動 授業中は授業担当教員が指示。

休み時間は担任が直行する。

誘導 授業の無い教員が誘導。休み時

間は副担任があたる。

救護 養護教諭を中心に担任以外の

教員であたる。

避難場所（安全確認）

○人員点呼・負傷者確認→校長に報告→

担任は自分のクラスへ

○消防到着後は消防署の指示に従う。また，生徒の動揺を

抑え，対策本部の指示を待つ。

○負傷者があるときは，基本マニュアルにのっとって行動す

る。
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